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研究所活動報告

　東京を舞台に夢の戦いが繰り広げられるは

ずだった2020年オリンピックは、新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19）の世界的流行に

よって１年延期となった。この困難な状況はビ

ーチバレーボールサポート事業にも大きな影

響を与えた。今年度に予定していた体力測定

サポート、メンタルサポート、バイオメカニク

スサポート、暑熱順化トレーニングはすべて中

止を余儀なくされた。

　夏前にはオリンピックへ向けて『東京

2020ビーチバレーボール日本代表チーム

決定戦』が開催される予定ではあるが、対面

によるサポート事業再開は依然予測がつか

ない状況である。

　スポーツ研究所としては、まずは今夏に

延期となった東京オリンピック開催に向け

最大の努力をしていきたい。新型コロナウ

イルスと新しい時代にあわせた、リモート

などでもサポートできる環境を整備するこ

とが喫緊の課題と捉えている。

　現在ではCOVID-19の感染拡大の収束

の目処は立たない厳しい環境ではあるが、

2021年度には与えられた状況のなかで最

善を尽くすべく、選手、スポーツ研究所、日

本バレーボール協会、川崎マリエンと一体

となり事業を推し進めたい。

広報活動サポートについて
　2020年度においては、予定されていたスポ

ーツ医科学サポートは中止となったが、ビーチ

バレーボールNTCの広報活動としての位置

付けで、ジャーナリズム学科の「プロジェクト

B」においてビーチバレーの広報活動に関する

プロジェクトを立ち上げた（下表）。プロジェ

クトは10名の学生が参加し、川崎マリエンの

ビーチバレーボールコートの視察、オンライン

によるセミナーの開催などの活動を行い、広報

企画を立案した。企画案は、実施の可否につい

て評価され、次年度以降のジャーナリズム学

科のプロジェクトやゼミナールなどで展開す

ることを計画している。

ビーチバレーボールサポート報告
吉田 清司（法学部教授）、齋藤 実（文学部ジャーナリズム学科教授）

プロジェクト期間 2020年10月7日～12月16日（全11回）

プロジェクト名 ビーチバレーボールおよび川崎マリエン広報プロジェクト（文学部ジャーナリズム学科「プロジェクトB」）

メンバー

牛尾　 正和 氏（ビーチバレーボールNTC事務局長） 
白木　 啓太 氏（ビーチバレーボールNTCトレーナー） 
高橋 波奈子 氏（ビーチバレーボールNTCマネジメントスタッフ） 
文学部ジャーナリズム学科学生10名 
齋藤 実 （文学部ジャーナリズム学科）

第１回

ビーチバレーNTCおよび川崎マリエンの活動に関するオンラインセミナーの開催 
 
日　時：2020年10月7日（水）15:00～16:00 
講　師：牛尾正和氏、白木啓太氏、高橋波奈子氏 
内　容：講師よる講義が行われ、学生との意見交換が行われた。 
　　　　・ビーチバレーの紹介（クイズ形式を利用して） 
　　　　・学生からのQ&A 
　　　　・プロジェクトキーワードの抽出 
動　画：https://youtu.be/dnQN1Sj9n00

第２～４回
プロジェクトによる調査 
 
授業時間において、川崎マリエンとオンラインで繋ぎ、助言を得ながらプロジェクトを進めた。

第５回

ビーチバレーボールナショナルトレーニングセンター（NTC）研修 
 
講　師：牛尾正和氏、白木啓太氏、高橋波奈子氏（以上、ビーチバレーNTC） 
参加者：ジャーナリズム学科学生6名 
内　容：川崎マリエンの見学後、講師の指導のもとにビーチバレーを体験した。 
　　　　その後、プロジェクトの企画案について講師と意見交換を行った。

第６～11回

プロジェクトによる広報企画の立案 

授業時間において、川崎マリエンとオンラインで繋ぎ、助言を得ながら企画立案を進めた。

 ＜プロジェクト概要＞
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